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概要 


要点 


科学 コミ ュ ニテ ィ は 、 地 球 温暖 化 を 1.5*C 以 内 に 抑制 
し 、 人 間 の 社会 と 自然 に 対す る 気候 変動 の 破壊 的 
な 影響 を 低減 する た め に は 、 今 世紀 半ば まで に 世 
界 全体 と し て CO, 排 出 は ネッ ト ゼ ロ に 達する 必要 性 
が ある 、 と 明確 に 述べ て いま す 。 


世界 全体 で ネッ ト ゼ ロ 排 出 を 達成 する 必要 が ある 
と いつ た 認識 が 高まる に つれ 、 ネ ッ ト ゼ ロロ 排出 を 約 
末 (コミ ッ ト ) する 企業 の 数 は 、 近 年 急速 に 増加 し て 
いい ます 


ネッ ト ゼ ロ 目 標 へ の 関心 の 高まり は 、 企 業 が 気候 変 
動 に つい て の 高い 目標 を 進め る た め の ま た と な い 

機会 で す 。 一 方 で 、 企 業 に と つっ て ネッ ト ゼ ロ に 達する 
と は どう いう 意味 か 、 そ し て どう や っ て ネッ ト ゼ ロ に 

達する こと が で きる の か 、 に つい て 共通 の 理解 の 必 
要 性 が 高まっ つて いま す 。 そ れ が ある こと で 、 ネ ッ ト ゼ 

L 目標 へ の 気運 の 高まり が 、 2050 年 よ り 前 | (に ネ ッ ト 

ゼロ の 世界 を 達成 する こと に つなが る の で す 。 


過去 5 年 間 、SBT イ ニシ ア チ ブ は 、 気 候 科 学 を 翻訳 
し 、 企 業 が 野心 的 な 気候 目標 を 設定 し 、 そ れ ら の 目 
標 に つい て 本 中 な 要件 と 透明 隆 の 高い 検証 手順 に 
基づい て 評価 する こと が で きる 枠組 み を 先駆 的 に 
構築 し て きま し た 。2020 年 8 月 の 時 点 で 、1,000 社 近 
く の 企業 が SBT イ ニシ ア チ ブ を 通じ て 科学 に 基 づ 
ERAN こ コ ミッ ト し て 
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ネッ ト ゼ ロロ 目標 設定 の 増加 を 受け て 、SBT イ ニシ ア 
チ ブ は 企業 セク ター に お ける ネッ ト ゼ ロ 目 標 の 策定 
と 評価 の た め の 科 学 に 基づく 枠組 み を 開発 し て い 
ます 


本 ペー バー で は 、 科 学 に 基づく ネッ ト ゼ ロ 目 標 設 定 
の 最初 の 概 流 的 基盤 を 提供 し ます 。 これ ら の 基 系 
は 、 透 明 で バラ ンス の と れ た 複数 の 利害 関係 者 に よ 
る ブロ セス に 従 つて 、 今 後 特定 の 要件 (基準) と ガイ 
ダン ス に 変換 され ます 。 


介 生 ゼクター 


に お ける 科学 に 


経 紳 


2018 年 、 気 候 変 動 に 関す る 政府 間 パ ネル (IPCC) は 、 
地球 温暖 化 を 1.5"C 以 内 に 抑制 する た め に は 、 世 界 は 
2030 年 頃 ま で に CO, 排 出 量 を 半減 させ 、 今 世紀 半ば ま 
で に ネッ ト ゼ ロロ の CO. 排出 の 状態 に 到達 する 必要 が あ 
る こと を 示し まし た 。 加え て 、 IPCC は 経済 全体 の CO. 以 
外 の 温室 効果 ガス の 排出 に つい て も 、 大 きく 削減 する 
必要 が ある こと を 強調 し まし た 。 


IPCC は 、 ネ ッ ト ゼ ロ を 、「 温 室 効 果 ガ ス の 大 気 へ の 人 人為 
的 排出 量 が 、 指 定 さ れ た 期間 の 人 為 的 除去 量 と バラ ン 
ス が と れ て いる 状態 」 と 定義 し て いま す 。 バ リ 協 定 は 、 今 
世紀 後半 まで に この バラ ンス を 達成 する 必要 性 を 示し 
て いま す 。 


国 、 都 市 、 企 業 な ど が ネッ ト ゼ ロ と いう 野心 的 な 目標 の 
達成 に ます ます コミ ッ ト す る よう に な っ て 以来 、 ネ ッ ト ゼ 
Yama: か し て いま す 。COP26 の た め に 設 

され た ハイ レベ ル 気 候 変動 アク ショ ンチ ャ ン ビ オン 
が 率い る Race to Zero キャ ン ペ ー ン に よる と 、2020 年 
/ 月 時 点 に お いて 、 世 界 経 済 の 半分 以上 が ネッ ト ゼ ロ 
の 約束 (コミット メン ト ) の 対象 と な っ て いま す 。 


企業 の ネッ ト ゼ ロロ 目標 へ の アプ ロー チ に は 一 貫 性 が な 
く 、 世 界 全 体 で の ネッ ト ゼ ロ 目 標 へ の これ ら の 企業 目標 
の 頁 献 を 評価 する こと は 難し い 状 況 で す 。 詳細 な 調査 
の 結果 、 こ れ ま で の 企業 の ネッ ト ぜ ゼロ 目標 は 、3 つ の 重 
要 な 側面 で 違っ て いる こと が わか り ま し た 。(1) 目 標 に 
含ま れる 排出 源 ・ 活動 に つい て の 幅 、(2) 時 期 、 そ し て 
最後 に 最も 重要 な こと で す が 、(3) 企 業 が 目標 を 達成 す 
る た め の 計 画 に つい て で す 。 企業 の ネッ ト ゼ ロ 戦 略 に 
お ける 最も 一 般 的 な 3 つの 戦術 は 、 次 の と お り で す 。 1. 
企業 の バリ ュー チェ ー ン 内 の 排出 源 ( つ まり 、 企 業 の ス 
コー ブ プ 1、2、3 の 排出 ) を 排除 する こと 。 2. 大 気 か ら CO, 
を 除去 する こと 。 そ し て 、 3. バリ ュー チェ ー ン 外 の 排出 
量 の 削減 を 支援 する こと に より 、 バ パ バリュー チェー ン 内 の 
排出 量 を 相殺 する こと ( 例 : 資 金 の 提供 を 通じ て )。 共 
通 の 理解 な し に は 、 今 日 の さま ざま な ネッ ト ゼ ロロ 目標 
設定 状況 に 対し 、 利 害 関係 者 が a し 、 世 界 の 
ツー E 性 の 目標 を 満た す た め に 必要 な 行動 
の 整合 性 を 評価 する こと が 難し く な り ま す 。 
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本 ペー パー に つい て 


本 ペー パー は 、 堅 宇 な 気候 科学 に 基づい て 、 企 業 の ネッ 
ト ゼ ロ 目 標 を 設定 お よび 評価 する た め の 概 念 的 な 基盤 
を 提供 し ます 。 本 ベー バー に お いて は 、 世 界 経 済 が 地 
球 の 生物 物理 的 上 限 を 超え ず に 、 社 会 と し て の 気候 と 
持続 可能 性 の 目標 に 治っ て 、 ネ ッ ト ゼ ロロ 排出 の 状態 に 
到達 する 方 法 に つい て の 科学 的 文献 を 調査 し まし た 。 


本 ペー パー は 、 明 確 な 要件 や 詳細 な ガイ ダン ス で は な 
く 、 主 要 な 概 区 に つい て 明確 に する こと を 目的 と し て い 
ます , 本 ペー パー で 取り 上 げた 主要 な 質問 に は 、 次 の 
よう な も の が あり ます 。 世界 全体 で ネッ ト ゼ ロ の 排出 量 
に 到達 する と は どう いう 意味 で すか ? 温 暖 化 を 1.5"C 以 
内 に 抑制 する こと と 一 致す る 緩衝 シナ リオ か ら 何 を 推 
察 で きま すか ? 企 業 レ ベル で ネッ ト ゼ ロ 排 出 に 到達 す 
る と いう こと は どう いう 意味 で すか ? 科 学 に 基づい た 
企業 の ネッ ト ゼ ロロ 戦略 に お ける 脱 誠 素 化 と オフ セッ ト 
の 役割 は 何で すか ? 


地球 レベ ル の 気候 科学 を 個々 の 企業 の レベ ル で の 実 

用 的 な 要件 に 変換 する に は 、 科 学 か ら は 直接 出 て こ な 
いい くつ か の 規範 的 な 決定 が 必要 で す 。 こ の 認識 の も 
と 、SBT イ ニシ ア チ ブ は 本 ペー パー を 基盤 と し て 、 透 明 
で 包摂 的 な 複数 の 利害 関係 者 が 関わ る プロ セス に 基 
づい て 、 実 用 的 な 要件 、 詳 細 な ガイ ダン ス 、 お よび 科学 
に 基づく ネッ ト ゼ ロ 目 標 の 策定 と 実装 を 行う 企業 を サ 
1 ト す る 技術 的 な 資料 ・ ツール を 開発 する 予定 で 


本 ペー パー に て 共有 し て いる 提案 に つい て は 、 気 候 変 
動 の 緩和 に 加え て 、 よ り 広 い 社 会 ・ 環 境 的 ゴー ル を 考慮 
し て 実装 する 必要 が あり ます 。 本 ペー バー の 分 析 は 、 主 
に 企業 の ネッ ト ゼ ロ 目 標 が 気候 科学 と 一 致す る こと を 
確か に する た め に デザ イン され た も の で す が 、 こ の 観 
点 は 企業 が 気候 お よび 持続 可能 性 戦略 を 開発 する 際 
に 考慮 すべ き 要 素 の 1 つ に すぎ な いこ と を 認識 し て い 
ます 。 


主 な 結果 
科学 に 基づく (science-based) ネ ッ ト ゼ ロロ 目標 の 基礎 
と な る 科学 と は 何で すか ? 


研究 者 た ち は 、 温 暖 化 を 1.5"C 以 内 に 抑制 する 幅広 い 
シナ リオ を 調査 し まし た 。 一 般 的 に は 、 排 出 経路 に お 
いて 短期 の 排出 削減 率 が 低い ほど 、 一 定 の 水準 に 気 
温 を 安定 化 さ せる た め に は 、 後 か ら 大 気 中 の 炭素 を 除 
去 する 必要 が 大 きく な り ま す 。 


一 定量 の 大 気 か ら の 炭素 除去 は 必要 で あり 、 他 の 社会 
的 ・ 環 境 的 ゴー ル と 協調 し て 達成 で きま す が 、 大 規模 
な ネガ ティ ブ 排 出 技術 を 実施 する こと は 、 環 境 へ の 悪 
時 2 響 や 他 の 持続 可能 性 ゴー ル と の トレ ー ド オフ と な る 
可能 性 が あり 、 不 確実 性 や 制約 が あり えま す 。 こ れ ら の 
リス ク と トレ ー ド オフ を 認識 し 、 本 ベー バー に お ける 分 
析 で は 、 大 規模 な 二酸化 戻 素 除去 へ の 依存 は 限定 的 
な 、 温 暖 化 を 1.5*C 以 内 に 抑制 する 緩和 経路 に 基づい 
て いま す 。 


これ ら の 緩和 経路 は 、 今 世紀 の 前 半 に CO, と 非 CO. 排 
出 量 の 急速 か つ 大 幅 な 削減 を 実現 し 、 同 時 に 排出 が 
避け られ な い 排 出 源 に よる 影響 に つい て は 、 大 気 か ら 
炭素 を 除去 する 方 策 を 拡大 する こと で 中 和 す る も の で 
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企業 レベ ル で ネッ ト ゼ ロ に 達する と は どう いう 意味 で す 
か ? 


社会 に お ける 気候 、 そ し て 持続 可能 性 の ゴー ル と 整合 
し な が ら 、 世 界 全体 で ネッ ト ゼ ロ 排 出 の 状態 を 達成 す 
る こと と 合致 する 企業 の ネッ ト ゼ ロ 排 出 に は 、 以 下 の 2 
つの 条件 が 必要 で す 。 
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t: ハハ リョー チェ エー ン シン 全体 に つい て 、 オ ー パ ーシュ ー ト 
あし 、 ま た は 制限 し た 上 で 、 温 暖 化 を 1.5 て 以内 に 
抑え る 排出 経路 に お ける 削減 の 深 さ と 整合 し た 排 
出 削減 の 規模 を 達成 し し か つ 


2. 削減 で きず に 残る 残留 排出 量 の 影響 に つい て 、 そ 
の 同等 量 の 大 気 中 二酸化 炭素 を 永続 的 に 除去 す 


企業 は 、 温 暖 化 を 1.5"C 以 内 ( < 抑制 する の 【 
談 素 化 水 準 に 達する より 前 に 、 排 出 量 と 除去 量 が バラ 
ンス する 状態 に 達する 可能 性 も あり ます 。 こ れ は 一 時 
的 に ネッ ト ゼ ロ 排 出 の 状態 で は ある も の の 、 企 業 は 
1.5*C の 排出 経路 と 一 致す る 削減 レベ ル に 達する まで 、 
脱 談 素 化 を 進め る こと が 期待 され て いま す 。 


こ 必 要 な 脱 


科学 に 基づく (science-based) ネ ッ ト ゼ ロ 目 標 に て 期 
待 さ れ て いる 削減 水準 と は ? 


持続 不可 能 な レベ ル の 炭素 隔離 に 依存 せ ず に 温暖 化 
を 1.5 て 以内 に 抑制 する 緩和 経路 に お いて は 、 経 済 全 
体 に わた っ た GHG 排 出 の 大 幅 か つ 広 範囲 に わた る 削 
減 が 必要 で す 。 温暖 化 を 1.5?C 以 内 に 抑制 する 確率 が 
66%% の シナ リオ で は 、 今 世紀 半ば まで に すべ て の GHG 
排出 量 を 約 90% 削 減 す る 必要 が あり ます 。 こ れ ら の シ 
ナリ オ に お いて 、 そ れ ぞ れ の 活動 や 排出 源 の 削減 率 
は 、 技 術 的 ・ 経 済 的 な 実現 可能 性 に 依存 し ます 。 一 部 の 
排出 源 ( 例 : 森林 伐 採 、 発 電 ) は 今世紀 半ば まで に 完全 
に 削減 され ます が 、 他 の 活動 ( 例 : 工 業 プ ロ セ ス の CO, 
排出 ) は 遅い ベー ス で 脱 大 素 化 、 避 けら れ な い 排出 ど 
し て 残る 可能 性 が ある ( 例 : 農 業 か ら の 一 部 の 非 CO, 排 
出 ) も の も あり ます 。 


パリ ュー チェ ー ン 全体 の 排出 量 に つい て 、 オ ー バ ーシュ 
ー ト の な い 、 ま た は 制限 し た 状況 で 温暖 化 を 1.5"C 以 内 
に 抑制 する シナ リオ に お ける 削減 率 と 同じ 水準 で 削減 
する こと が 期待 され ます 。 これ が 、 ネ ッ ト ゼ ロ 目 標 の スコ 
ー ブ プ ( 範 囲 ) や バリ ュー チェ ー ン の さま ざま な 排出 源 に つ 
いて 、 ど れ だ け の 削減 が 期待 され る か と いっ た 個々 の 要 
件 に つい て は 、 こ の プロ セス の 次 の 段階 に て 定義 され 
ます 


生業 セク ター 


に お ける 科学 に 


残留 排出 量 は どう 定義 し て いま すか ? 


オー バー シュ ー ト な し 、 ま た は 制限 し た 上 で 温暖 化 を 
1.5°C 以 内 に 抑制 する シナ リオ に よる と 、 今 日 の 経済 が 
生み 出す 排出 の ほとん ど は 、 今 世紀 半ば まで に な くす 
必要 が あり ます 。 た だ し 、 ネ ッ ト ゼ ロ に 達し た と ぎ に も 
削減 され ず に 残る 排出 量 が あり ます 。 こ れ ら の 排出 量 
一 部 は 、 ネ ッ ト ゼ ロ に 達し た 後 の 今世紀 の 後半 を 通 
じ て 、 削 減 さ れ て いき ます が 、 残 り は 技術 的 また は 経 
済 的 制約 に よっ て 、21 世 紀 を 通じ て 削減 され ず に 残り 
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1.5*C と 整合 する 削減 経路 が 、 様 々 な 時 点 に お ける 様々 
な 活動 ・ セ クタ ー の 残留 排出 量 を 決め る た め の 基礎 と 
な る べき で す 。 


科学 に 基づく (science-based) ネ ッ ト ゼ ロロ 目標 に お け 
る オフ セッ ト の 役割 は ? 


本 ペー パー で は 、 企 業 が バリ ュー チェ ー ン 外 に お いて 
排出 を 回 避 ま た は 削減 する た め に 取る 行動 (補償 対 
束 、Compensation measures) と 、 バ リュ ユー チェ ー ン 内 
また は バリ ュー チェ ー ン 外 の 大 気 か ら 炭 素 を 除去 す 
る た め に 企業 が 取る 対策 (中 和 対 策 、neutralisation 
measures) を 区 別して いま す 。 企 業 は 排出 量 を オフ セ 
ッ ト (相殺 ) する た め に 、 中 和 と 補償 の 両方 の 手段 を 使 
用 し て いま す 。 一 般 的 に 言っ て 、 オ フ セ ッ ト は 科学 に 基 
づく ネッ ト ゼ ロロ 戦略 で 2 つの 役割 を 果たす こと が で き 
1 ネッ ト ゼ ロ へ の 移行 中 : 企業 は 、 ネ ッ ト ゼ ロ 排 出 へ 
移行 し て いる 途中 の 段階 で 、 大 気 に ま だ 放出 され 
て いる 排出 に つい て 、 補 償 ま た は 中 和 す る こと を 
選択 する こと が で きま す 。 
2 ネット ゼロ に お いて : バリ ュー チェ ー ン 内 に 排出 が 
残っ つて いる 企業 は 、 同 等 の 量 の 二酸化 炭素 を 除去 
し て 排出 を 中 和 す る こと が 期待 され て いま す 。 


企業 に よる 補償 対策 と 中 和 対 策 の 両方 が 、 世 界 レ ベル 
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で の ネッ ト ゼ ロ 排 出 量 へ の 移行 を 加速 する 上 で 重要 
な 人 割 を 果たし えま す 。 た だ し 、 科 学 が 示す 削減 率 に 

治っ つて パリ ュー チェ ー ン の 排出 量 を 削減 する 必要 性 に 
代わ る も の で は あり ませ ん 。 


科学 に 基づく ネッ ト ゼ ロ 戦 略 に お ける 自然 ベース の 気 
候 ソ リュ ーション (nature-based climate solutions) の 
役割 は 何で す が ? 


大 気 中 の 二酸化 戻 素 や その 他 の GHG の 蓄積 は 、 エ ネ 
ルギー、 産 業 、 農 業 の プロ セス だ け で な く 、 土 壌 や 陸上 
生態 系 が 保持 し て いる 炭素 の 損失 に よっ て も 引き 起 
こさ れ ま す 。IPCC は 、 人 為 的 排出 の 最大 13% が 森林 破 
壊 と 土地 利用 の 変化 に よる も の で ある と 結論 づけ まし 
た 。 気 眉 緩 和 の 観点 か ら 、 目 然 の 喪失 は 大 気 中 へ の 大 
素 の さら な る 蓄積 を 引き 起こ す だ け で な く 、 自 然 の シ 
ステ ム に お ける 大 気 中 の 炭素 濃度 を 下げ る 能力 を 低 
下さ せま す 。 


この 二 重 の 役割 に より 、 自 然 は 気候 変動 の 緩和 戦略 に 
お いて 重要 な 役割 を 果たす 可能 性 が あり ます 。 和 森林 破 
喪 を な くし 、 自 然 の 損失 を 食い 止め る た め に 野心 的 な 
行動 を と ら な けれ ば な ら な いこ と は 否定 で き な い 優先 
事項 で す 。 さ ら に 、 生 態 系 を 保護 、 回 復 、 強 化す る こと 
で 、 大 気 か ら 大 素 を 回 収 す る 能力 を 向上 させ る こと が 
きま す 。 オ ーー ショート な くま は 制限 し 天上 で 、 
温暖 化 を 1.5 て 以内 に 抑制 する 緩和 経路 に お いて は 、 
土地 利用 の 変化 か ら の 正味 の 炭素 排出 を 2030 年 まで 
に ゼロ に 減ら し ます 。 そ の 後 、 土 地 シ ステ ム は 正味 の 炭 
素 吸収 源 に な り ま す 。 


傘 業 セク ター 


に お ける 科学 に 


これ に 沿っ て 、 自 然 ベ ー ス の 気候 ソリ ュー ショ ン は 、 企 
業 の 科学 に 基づく ネッ ト ゼ ロロ 戦略 に お いて 、 以 下 の 主 
要 な 役割 を 果たす こと が で きま す 。 


1 企業 の 排出 削減 計画 の 一 部 と し て : 土地 利用 集約 
型 の ビジ ネス モデ ル (た と えば 、 農 産物 の 消費 また 
は 生産 に よる ) で ある 企業 は 、2030 年 まで に サ プ ラ 
イチ ェ ー ン か ら 和 森林 減少 を な くす こと を 目指 す 必 
要 が あり ます 。 


2. 補償 対策 と し て : すべ て の セク ター の 企業 は 、 ネ ッ 
ト ゼ ロ の 状態 へ の 移行 に お いて 、 既 存 の 炭素 貯留 
量 を 維持 な いし は 増加 する 行動 を と る こと が で き 
ます 。 た だ し 、 そ の 場合 は 、 強 い コ ベネ フィ ッ ト を 伴 
い 、 か つ 他 の 社会 的 お よび 環境 的 ゴー ル の 人 達成 に 
貢献 する 介入 を 優先 する こと を 強く 推奨 し ます 。 


3. 中 和 対 策 と し て : 社会 と し て 削減 する の が 現実 的 で 
は な い 排 出 が ある 企業 は 、 自 然 ベ ー ス の 炭素 隔離 
対策 に 頼っ て 、 削 減 さ れ な い 排 出 量 の 影響 を 相 
する こと が で きま す 。 自然 の 生態 系 の 回 復 に 貢献 
する 介入 が 優先 的 に 実施 され る べき で あり 、 企 業 
は 追加 の 土地 利用 圧力 を 生み 出す 可 E 性 の ある 
介入 を 人 避け る べき で す 。 


すべ て の 場合 に お いて 、 土 地 ベ ー ス の 緩和 戦略 は 、 堅 
定 な 緩和 の ヒエ ラル キー (優先 順位 ) に 従う つべ き で あ 

り 、 上 厳格 な 社会 的 ・ 環 境 的 な 安全 性 を 順守 する べき で 

す 。 上 記 の よう に 、 補 償 お よび 中 和 対 策 と し て 使用 され 
る 自然 ベー ス の 気候 ソリ ュー ショ ン は 、 科 学 に 沿っ て バ 
リュ ユー チェ ー ン 排出 量 を 削減 する 必要 性 に 取っ て 代わ 
る も の で は あり ませ ん 。 
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二 ト ゼ ロ 目 標 と ch 排出 削減 目標 の 両方 が 科 
字 に 基づい て いる 場合 、 違 い は 何で す が ? 


科学 に 基づい た GHG 排 出 削減 目標 (SBT) は 、 企 業 が 温 科 字 に 基づい た = え ぞ 2 え 
ws i I 、 \ 況 c こ 基づい た ネッ ト ゼ ロロ 目標 は これ を 超 * 
暖 1 じ を 1.5 て また は 2 C よ り 十 分 低い 水準 以下 に 抑制 す 9。 科 学 に 基 づ PT に ) 2 
る た め に 必要 な 腕 戻 素 1 ヒ の レベ ル と 一 致す る 割合 で され て いな い 、 ま た は 排除 する こと が 依然 と し て 不可 能 
排出 を 削減 する こと を 確か に する も の で す 。 (MA も 、 企 業 が 責任 を 負う こと を 確か 

こす る も の で す 。 - 





NN NN で で さ バ 8 a 
NE RN es で SN こい 
NNNNNNN、 で SS ee 








RNR NR 
RR で で SSSSS き 
NNSNSNSSS、 で ぶさ さき 
aa 
いい 、 






















、 












企業 セク ター に お ける 科学 に 基づく (science-based) ネ ッ ト ゼ ロロ 目標 設定 の 基礎 的 考え 方 | 6 


企業 の ネッ ト ゼ ロ 目 標 設 定 に お ける 最初 の 推奨 事項 


本 ペー パー に て 実施 され た 分 析 に 基づい て 、 堅 定 な ネッ ト ゼ ロロ 目標 を 設定 し 実践 し よう と し て いる 企 
業 に 対し て 、 以 下 の 初期 の 推奨 事項 を 提供 し ます 。 これ ら の 推奨 事項 を も と に 、 今 後 SBT イ ニシ ア チ 
ブ が 、 包 摂 的 で 透明 性 の 高い 複数 の 利害 関係 者 に よる プロ セス に よっ て 、 より 詳細 な ガイ ダン ス と 要 
件 を 作成 する 予定 で す 。 


1 バウ ンタ ダリ (範囲 ) : 企業 の ネッ ト ゼ ロロ 目標 は 、 バ リュ ー チ ェ ー ン 内 の すべ て の 重大 な 温室 効果 ガス 
排出 源 を 含む べき で す 。 


2 透明 性 : 企業 は 、 目 標 の バウ ンダ リ (範囲 ) に 含ま れる 、 ま た は 除外 され る 排出 源 に つい て 、 ネ ッ ト 
ゼロ 排出 を 達成 する 時 期 、 ネ ッ ト ゼ ロ 排 出 に 達成 する た め に 計画 し て いる 排出 削減 や 中 和 の 量 
に つい て 、 そ し て 中 間 目 標 ま た は マイ ルス トー ン に つい て 、 透 明 性 を 保つ 必要 が あり ます 。 


3. 削減 : 企業 は 、 バ リュ ー チ ェ ー ン 内 の 排出 源 を 、 オ ー バ ーシュ ー ト し な い 、 ま た は 制限 し た 、 温 暖 化 
を 1.5*C 以 内 に 抑制 する 緩和 経路 と 一 致す る ペー ス と 規模 で 削減 する こと を 目指 す 必 要 が あり ま 
す (mustU。 企業 が ネッ ト ゼ ロ に 移行 する まで の 間 、 補 償 と 中 和 の 対策 は 、 科 学 に 沿っ て パリ ュー チ 
ェ ー ン の 排出 量 を 削減 する こと を 補完 する こと は で きま す が 、 代 用 する こと は で きま せん 。 ネ ッ ト 
ゼロ に 達し た 時 点 で 、 社 会 が 削減 する こと が 現実 的 で は な い 排 出 量 に つい て は 、 同 じ 量 に つい て 
CO, 除 去 の 対策 に て 中 和 す る こと が で きま す 。 

4 時 間 軸 : 企業 は 2050 年 まで に ネッ ト ゼ ロロ の GHG 排 出 に 到達 する 必要 が あり ます 。 よ り 早 い 時 期 の 
目標 が 推奨 され る 一 方 で 、 目 標 に お ける 削減 水準 が 、 よ り 野心 的 な 時 間 軸 に よっ て 犠牲 に な っ て 
は いけ ませ ん 。 

5. 信頼 性 : 長期 の ネッ ト ゼ ロロ 目標 は 、 企 業 の 計画 と 投資 サイ クル に 整合 し た 時 間 軸 の 範囲 内 で 行動 
を 促進 し 、 パ リ 協 定 の 示す 削減 経路 と 整合 する 排出 削減 を 確か に する た め に 、 科 学 に 基づく 排出 
削減 の 中 期 目標 に よっ て 裏付け る 必要 が あり ます 。 

6. 中 和 : ネッ ト ゼ ロ 排 出 に 到達 する に は 、 企 業 の 残留 GHG 排 出 量 を 同等 量 の 炭素 除去 に て 中 和 す 

Fr ます 。 中 和 戦 略 が 効果 的 で ある た め に は 、 大 気 に 放出 され 続け る GHG の 影響 を 完 
に 中 和 す る まで 、 大 気 か ら 炭 素 を 除去 し 、 長 期間 貯蔵 する 必要 が あり ます 。 


7 本 人 排出 量 と 除去 量 の バラ ンス を と る こと は ネッ ト ゼ ロ へ の 道のり の 最終 目標 で す が 、 企 業 は ネ 
ッ ト ゼ ロ へ の 移行 に お いて 削減 され な い 排 出 を 補償 する 取り 組み を 実施 する こと で 、 世 界 が ネッ 
ト ゼ ロ に 移行 する こと に 頁 献 する こと を 検討 する 必要 が あり ます 。 

8. 緩和 の ヒエ ラル キー (優先 順位 ): 企業 は 、 企 業 の パリ ュー チェ ー ン 内 に お ける 排出 削減 を 、 補 償 
対策 や 中 和 対 策 よ り も 優先 する と いう ヒエ ラル キー (優先 順位 ) に 従う べき で す 。 土 地 ベ ー ス の 気 
候 戦 略 に お いて は 、 バ パリ ュー チェ ー ン 内 、 そ し て それ を 超え て 、 既 存 の 陸上 の 炭素 貯蔵 量 を 維持 ま 
た は 増加 させ る 介入 を 優先 すべ き で す 。 


9. 環境 と 社会 の 保護 (セー フ ガ ー ド ): 緩和 戦略 に つい て は 、 自 然 に 生成 され た 生態 系 の 保護 や 再 
生 、 そ し て 生物 多様 性 の 保全 と いつ っ た 、 譲 つて は な ら な い 社 会 的 ・ 環 境 的 原則 を 守る 必要 が あり ま 
す 。 

10. 堅 定 性 : 補償 と 中 和 の 対策 は 、(a) 追加 性 を 担保 し 、(b) 緩和 し た 結果 に つい て の 永続 性 を 確か に 
する た め の 対 策 が あり 、(c) リー ケー ジ (漏洩 ) に 対処 し 、(d) ダブ ルカ ウン ト を 回 避 す る 必要 が あり 
ます 
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今後 開発 が 必要 な 分 野 
本 ペー バー の 発行 に 続き 、SBT イ ニシ ア チ ブ は 堅 生 で 
透明 性 の 高い プロ セス を 経て 、 以 下 を 開発 する 予定 で 


© 


@ 企業 セク ター に お ける 科学 に 基づく ネッ ト ゼ セ ゼロ 目 
標 を 設定 する た め の 要 件 

@ 本 プロ セス の 一 部 と し て 開発 する 要件 に 照ら し 合 
わせ て 、 ネ ッ ト ゼ ロロ 目標 を 評価 する 検証 手順 (プロ 
トコ ル ) 

@ 企業 セク ター に お ける 科学 に 基づく ネッ ト ゼ ロ 目 
標 設 定 の た め の 詳 細 な ガイ ダン ス (これ に は 、 信 


頼 性 の 高い ネッ ト ゼ ロ の 主張 を 行う た め の ガ イダ 


ンス を 含む ) 


本 プロ セス の 次 の 段階 を 支援 する べく 、 追 加 的 な リサ 
ー チ と コン サル テー ショ ン が 予定 され て お り 、 そ こ で は 
以下 の 主要 な 質問 等 へ の 対応 を する こと に な り ま す 。 


経済 の それ ぞ れ の セク ター に と っ て 適切 な 残留 排 
出 量 を 理解 する : セク ター また は 活動 レベ ル に お 
いて 、 ど れ だ け の 排出 削減 が 必要 で あり 、 ど の 排出 
源 が 1.5"C 以 内 に 温暖 化 を 抑え る た め の シ ナリ オ 
に お いて 削減 不可 能 で ある か ? 


中 間 目 標 : 温暖 化 を 1.5"C 以 内 に 抑え る こと と 整合 
する 信頼 性 の 高い 移行 経路 は 何で あり 、 そ れ ぞ れ 
の 企業 の スコ ー プ (範囲 ) ご と に 、 使 うべ き 移 行 経 
路 は どう 異な る か ? 


中 和 対 策 : 削減 され ず に 残る 排出 源 の 影響 を 効果 
的 に 相殺 する た め に 考慮 すべ き 要 素 は 何 か ? 


補償 対策 : バリ ュー チェ ー ン を 超え て 企業 が ネッ ト 
ゼロ へ の 移行 を 加速 する た め に 有効 な 措置 は 何 
か ? 補 償 の や り 方 を 計画 する 上 で 、 ど の よう な 要素 
を 考慮 すべ きか ? 


主張 : 企業 が ネッ ト ゼ ロ 排 出 に 達し た と 主張 する 
場合 この よう な 条件 を 満た し て いる べき か ? 
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本 報告 書 は 科学 に 基づく 目標 イニ シア チ ブ 、 Science Based 
Targets initiative (SBTi) を 代表 し て CDP が 開発 し まし た 。 


科学 に 基づく 目標 イニ シア チ ブ (Science Based Targets 
Initiative) は 企業 が 科学 に 基づく 目標 を 設定 し 、 低 炭素 経済 へ の 
移行 の 中 で 、 競 争 優位 と な る こと を 促進 し ます 。CDP、 国 連 グ ロー 
バル コン パク ト 、 世 界 資 源 研 究 所 (NRI)、 そ し て 世界 自然 保護 基金 
(\X/WF) が 協 働 し て お り 、 We Mean Business 連 合 の コミ ッ ト メ ン 
ト の 一 つ で す 。 イ ニシ ア チ ブ は 科学 に 基づく 目標 設定 の ベス ト プ 
ラク ティ ス を 定義 し 、 促 進 し 、 適 応 の た め の 資 料 や ガイ ダン ス を 提 
供し 、 適 用 の た め の 障 害 を 減ら し 、 そ し て 独立 し て 企業 の 目標 を 評 
価 必 説 直 いま 
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免責 事項 : 本 研究 ベー パー は 、 企 業 の 気候 対策 に 関連 する 技術 的 概 
及 や 、 そ れ ら の 企業 の ネッ ト ゼ ロロ 目標 に つい て の 妥当 性 に つい て 調 
査 し た も の で す 。 本 ペー パー は 、 企 業 の ネッ ト ゼ ロロ 目標 に つい て の 
完全 な 形式 の 枠組 み を 提供 する こと や 、 企 業 の 気候 目標 や 戦略 に 
つい て の 全て の 関連 する 側面 を 包括 的 に 示す こと の いずれ を 意図 
し て いま せん 。 科学 に 基づく 目標 設定 イニ シア チ プ は 、 本 ペー パー 
に て 構築 され た 概念 的 な 基盤 (考え 方 ) に 基づい て 、 科 学 に 基づく 企 
業 の ネッ ト ゼ ロロ 目標 を 形成 、 評 価 、 実 施す る た め の 詳 細 な 要件 を 、 穫 
明 性 の 高い 包摂 的 な プロ セス に し た が っ て 構築 する 予定 で す 。 


本 ペー パー の 完全 版 : 
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